
水噴霧による防護方法の研究について

1 まえがき

本研究は大震火災時において火災が多発し，合流火

災になった場合の避難する人身の避難道路や避難場所

の安全の確保之，消防隊の消火作業等を容易にするた

めの一連の研究である。

水噴車場による防護効果は，合流火災源から放出され

る放射熱をしゃ断することと，熱気流によって上昇し

た雰囲気温度を降下させることにあるが，前者につい

ては前年度に実施し一応防護の効果を確認したので，

今年度は水噴緩による温度降下効率を確認するため

に，下記に示すとおり第一実験と第二実験に分けて実

施した。

2 第一実験

( 1 ) 実験概要

第一実験は単位水量当りでの温度降下効率をみるた

めに，任意の熱風を得られる風洞を作成しこの風洞内

に5ω分の 1の模擬防災拠点を設定.風洞内に温度60

~900C，風速 1 m/sec~ 2 m/secの熱風を発生させ.

模擬拠点上部30佃の位置に取付けたノズルで水噴霧を

噴射させて，模擬拠点内の温度降下状況をみる。

第1図ア.風洞
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ウ.水噴務発生環

② 風洞本体，全長3.2m，幅L6m，高さ0.8m

@ 送風用ファン， 100V， 80W，有圧周4個

@ 整流筒， 10佃 fX50個 64本

@ ニクロム線， 100V用 1脚 13本， 500W5本

200V用500W5本

② 水噴誘発生装置

@ ノズノレ

⑤ 模擬防災拠点，縮尺1150060佃X60佃X6佃

拠点内温度測定点， 20点
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tJ脚戦比較約機宜上水噴鰭脱

線総援護膿誉彰司訟で，そのノズル型式，

での水量における最低温度として示したものでゐる

が，水量が少ない場合は温度降下が緩慢で時聞を要

し，水量が芸品いほど最低温渡関議時聞は短かし

示した。そこで2例として l池内総点， 当初温縫持。むに

おけるノズル型式 &5の場合の温度降下の状況を示す

3 考 察

本実験は f水議長に対する総鋭機下の割合」

ることを したものであるが，前述のとおりノス

ノレ位置を噴霧ノズルのスプレーパターンが拠点面積い

っぱいに広がる位置，すなわち拠点上30佃の位置とし

たため，対立噴毅〈水温17"C)がそのまま拠点!々の滋度

降下に役ゥずことは思われず魯認点に到達するまでの

空間(拠点直上よりさらに温度が高い〉ですでに周閤

の熱を奪い，拠点に到達する時点では一部は蒸発して

しまL、，また水噴霧の大半は当初の水温170Cの噴窃粒

子より温綾上:持した水噴霧粒子であったと

したがって本総総実験での議段階下に要

防災拠点囲壁上部から直接拠点内に水噴識を噴射し

拠点内だけの温度降下に消費させる水量より増大した

水量とみなければならなレと思われる。

次に16ft緩降下の状況をグラア勺みると，潟然に水量

〈同一圧力勺め〉が多いほど降下最低温度政忽く，当

初の水噴窃噴射前の雰囲気温度が高いほど噴射後の降

下最低温度も高いことがはっきり表われている。しか

2倍または四倍に増加しても機下最離通E
徐々 に最総務員惑を畿は少緩ま

なっている。このζ とは防災拠点内の温度をかりにお

。C前後に温度降下させることを目標におけば，当初温

度の想定によって必要最少限度の水量を求める目安と

どには効畿が叙いことを示

していると考えられる。また同一水量での降下最低温

度は当初の温度に左右されるが，最低降下温度の差は

当初温度の差より小怒し水量が増大する捻ど最低降

下鎧絞め差は少なくなっている。園

tこ各水量での認寝室降下状況令交訴し化ものであ

る。同一ノズールでは水圧が高いほど流量が増大する

ので温度降下効果も大きいのが当然であり，このこと

It の上にも 、る。 しか ノズルの

2表に示したとおりおおむね/ズノレ No，

ズノレ配力順に増大しているが，図5各グラフの温度降

下状況をみると流量の大小の順で温度降下せず，流量

が少なくてもノズル圧力の高いほうが温度降下効率が

このことは圧力が高〈水噴護憲粒子が微細であ

が少々の水f殺の増大より温度持ア熱線が大きレ

ことを示すものであろう。

図6は同一ノズルの圧力別による最低温度到達時間

グラフで示したものである。 とこの図でもみ

に流量が矯大〈この場合は圧力婚による

すれば降下最鋭機絞が低くなり脅畿意志温度到達待

問も短かくなることがわかる。今回実施したすべての

実験についてこの到達時聞をみると，その時聞はおお

うケ~4 分30秒程援で，わずかなバラツキはみ

ノスノレ型王立の変化による水3投機大の場合も

織に議総降下温度の低下とあわせて，最低温度到達時

間も短かくなる傾向がはっきりと表われている。

しかし，実擦の問題としては最低降下温度の「温度」

体が問題なのであって 2 温度降下に獲する時間差の

分間は，さしたる影響を与える問題ではなし

あろう。さらに風洞内熱風速 2m/secの場合〈図 5，

オ〉については風速が2倍になるため風洞内温度を60

叱絞絞っのが限界けあった。したがってB 当初の雰勝

気滋控室が600Cの実験だけで終ったが m/secの場合

p ア)と比較し℃罰法霧水量め少ないノズル，

1. No. 2 (m'当り 100ml/ min-S61 ml / min) の場合に

ついては温度降下効率がきわめて低く，最低降下温度
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℃程度の開 られる。 し噴霧水量が

(ノスノレ烈o.3-No.旬以上の機合についでと

ど差がなかった。前述のとおり熱風速 2m!

secについては当初の雰囲気温度は600Cのみの実験に

終ったが，この実験は水噴筏放水前の当初温度の高低



，当初温度を700C.降下最総温渡合33GC前後と想定

すればノズル圧力 5kg/cm2の場合 1m'の当りの水量は

126mllmin以下でよ足りるといえよう。

実

1) 喜怒験縫要

風iip]撚験で確認した初の簿囲気温度合700むから加

。C程度に温度降下させるのに要する「水量」を目安と

して，貌撲な拡大い自然風間~12m/s出のゑ{牛下で

屋外実験を行なったものである。

防災拠点囲壁の規模は実規模の20分の 1程度とし

オイルパン会配列，一殺し

火させた。

水噴霧発生装置は囲盤北面ふ部事分に取付けた。

2) 擬験総時

昭和48年 2月2日(金〉

(600C~間OC) が及ぼす水犠努放水後の降下越度の差

異もさることながら，それにも増して熱風速による影

響も議大モあおじと令示してくれた。

すこ風滅内拠点上に水噴霧放ぷ後，ぶぬれの状態で

熱風を送つでも，床面の乾燥が終るまでは拠点内のI温昆

度一………上i一…i一i

発:な公終るまで;拠費総}点内?綴凝度キなr気化;潟稔熱に薄磯事う式たこめで5努漁?訪合然

であろうh。したがつて，本風洞実験を継続して実施す

る氏当つては，偽実験の終γごとにたんねんに拠点床

上の水ぬれを拭きとることが必要であった@このとと

は裏を返せば，水量に制約がある場合は拠点床面上が

聞けつ的な放

水〈もちろん連続放水には比すべくもないが)でも相

応の温度降下効果は期待できる乙とを示すものである

う

以上の考察をふまえて本第 1実験結果を要約する

第4 

午前10時~正午

ア.屋外実験装置等平面図7図

r合
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イ.屋外実験見取図

潔験場所

東京都江東区，対{京湾j設立地第14~去の l 先

(4) 実験装置(第7第〉

⑦ 防災拠点囲壁

トレート鮫〈ブレキシヅルぷード)製。

:実規模1/20，熱波20m， 短 波 診 高 さ 1 .5

水噴霧発生数紙

水噴li発生管 (11/20 f )，全長10m2連

ノズル型式:1/4K050セルジェットノズル

量:3滋/憾2時 0.5ml/min， 5 kg/oo2 

0脳口lIn，7kg!cが持仏 76ml/min

ノズノレ数:水噴霧発生配管 1本当り 16個 (6000間

隔)， 2連合計32個

② オイルパン (33個〉

x1mx 肌 1個当りの燃設く震波40.e
槽付ポン

② 温度額~定装置

温度測定点:拠点内80点，拠点外 6点合計86点

② 湿度測定点

〉 実験

詩州北ちに揚げたグイノレ JミンにA帯主泌〈ほかに点火潟

としてガソリン各 1.e)を注ぎ.図7に示すとおり囲

壁北側に配列しニクロム線ヒーターでーせいに点火し

20hz. 

用

γ d 

JrJZ議F

F43三

71<噴霧裁会主議議噴射水量

ノス'ル圧力|放水態形|流 量

1 列放水| 8.0.e /min 
3 kg/on2 

2 列

7U 
51屯/on2

20.4.e /min 

い竺放水
12.4.e /min 

71屯詰

2 3司l

た。拠点内温度測定点80点の温度上昇を計測器で確認

し拠点内温度がおおむねヂ衡な持続した時点〈点火

後約8分 9 並立援を71.30C)で .噴 誘発 生装 川放 ぶし

た。放水の態、熊は 1列放水，圧力 3kgjoo2， 埼/佃2

7 kgjon2， 2列同時放水，圧力 3kgj四九 5kg/oo2， 7 

kg/on2の6通りとし，それぞれの放水時聞は，放水開

始後最低降下獄設に至Ij達以十議で確認、〕ナる野寺院

(約2分間〉にデジタ

るまでの鰭?な加えた 3分総とした。なお前記各放

水態形の切り替えは下記のとおり 3分間放水毎Jこ連

続的に行なった。



l列放水後の温度分布図
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屋外実験の水噴霧の放水は，前述のとおり放水態形

令替えながら漆続して放水したために，そを放水懲形の

放水前の当初温度は知るすべがたいのであるが，重油

燃料め撚焼憶から考えでほぼ同様の熱量を継続的に拠

点内にそ長えたと考えても車騒然ではなレザあろう α し

かし連続放水であるために第2回目の 1列 5kgJcm2放

水以後の温度総下tcついては，前自の放泣くで温綾降下

したその状態に継続して放水しているので.放水後の

よるものであると

は決められないが，水量は逐次増加する順で放水した

のぐあり.どた思料実験〈第 lち経験〉での傾向と

22.8 

48.2 

640.0 

したがって，本実験結果の考察はきわめてむづかし

いが，をず水噴霧による湿縫降下効義務を比較でとらえ

る際の第一段階として，水噴霧のかかった範囲とかか

なかった範黙を，当初の毅高温惑を3公示す部8.刊と水

噴霧放水後の図8.(明以後との比較で探すと，放水後の

綴度が拠点内総体にわたって温度疑事下しているが事風

向にあわせて示した fAJの範閤(図8.(明)の温度降

下がもっとも薬害しい。したがって，この部分に水噴霧

がかかったことが確認できる。また fBJ，fCJ部分

の温度も幾分降下しぐいるが，これは風の乱れによっ

てこの部分にも水噴霧の一部が飛散したか， A部分の

滋度降下による影響な受けて降下したかまたその双方

の影響であるか等が考えられるが波かなととはわから

ない。そこでまず fAJ部分を水ぬれによる温度降下

「範総」と L.当初の拠点内左お対象の比較法Iこ代

る方法としてこの「範囲」の温度降下と図8.仰の放水

総の綾高温度どの比較によってみることとしその結果

をまとめると表4のとおりである。また比較のために

部分の温度も付加したが， C部分の温裂をほ図イ)で

みるとおり風向の影響で当初温度自体が低いのでカツ

した。なお放水自tr(額8.イ)A部分の平均温度 30C

に対してB部分は75.50Cであり，当初温度においてす

5 遠かった。これも風向による熱風め影響

であろう。図によって総体的に右側部分が温度が高い

とがうかがえる。

2 71J放水

7 kgJcm2 

。C単位

川
-
J

川両一

7 kgJcm2 
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拠点外温度は四壁北側第一列目のオイルパンの位置

の中幾から右対称にボ一白ノレを;似てて;制定した高点の

温度平均値で忘る。この拠点外温度の最低と最高温度

に 1加。C程縫の差がみられるが，これは燃焼せた毅

油の発生熱量に変化があったためとはe曹、われない。む

しろ必然風め息による温撲測定点に接ナる炎の勧きに

よるものであろう o さらに第4表?と基ザいて数水後の

温銭安静下をヨ考察すると，放水態形が 2列5kgJcm2時の

温度降下がやや鈍いが，その他についてはおおむねぷ

量の増加にともなって温度降下も大きくなっているこ

とヵtわか

屋外でしかも実験規模が大きいとL、う制約か

洞実験のように各実験毎に拠点内雰囲気温度を想定し

た温援をに作成してから放設立てど開始するカ泌がとれなレ

ため，拠点上半分だけに放水できる水噴霧発生装置を

取り付け.噴霧によ

らない拠点内他の半分と比較することとして実験をす

すめたのであるが，初述めとおち然験当

は荒天であって，真北に面した拠点囲壁に対し風速10

mJs出以上の~t北認ないし北西の強い紙が吹いてL

ため，拠点内左右を対象した温度降下効率の比較が不

可能となったおすなわち間8.的の拠点内最蕗綴度分

布でみるとおり.熱風による影響の少ないと照われる

西側部分(C)の温度分布がかえEり鉱い結F誌にとと‘支った

からである Q

23月j紋ぷ後の温度分布図

宮古j常/
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